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  第５章 燃料油 

５－１ 対象材料 

 

・該当する材料は、ガソリン、軽油、混合油、重油、灯油の５材料とする。例えば、潤

滑油など燃料油でないものは対象材料とはしない。 

 

５－２ 対象数量 

５－２－１ 対象数量の考え方 

 

① 発注者の設計数量（Ｖ）にカウントされている数量（発注者の設計数量（Ｖ）内） 

・燃料油については設計図書に明示していないが、発注者の積算において、現場場内

の建設機械や場外への運搬のためのダンプ等が稼働する際に必要な燃料油等として

計上されている設計数量（Ｖ）を基本とする。 

・なお設計数量（Ｖ）は、積算システムを使用している場合は、使用材料一覧表とし

て材料毎に集計した結果が出力されている。 

 

② 発注者の設計数量（Ｖ）にカウントされていない数量 

・現場に搬入される資材（現着単価で設定されている骨材・生Ｃｏ・Ａｓ合材等）や

機械等（建設機械・仮設材・桁等（積算上、共通仮設費（率計上部分を含む）とし

て計上されているものを含む）の運搬過程において燃料油が使用されている。この

場合、燃料油の価格が分離できない構成で現着の単価や運搬費に含まれているため、

対象数量とするためには、その中から燃料油に係る価格等の妥当性について発注者

が客観的に確認できることが必要である。つまり、この数量については、価格等の

妥当性が証明されることを条件としており、設計数量（Ｖ）に含まれている数量と

は異なり、証明されないものは対象数量とならない。 

・ガソリン、軽油、混合油、重油、灯油 とする。 

・発注者の設計数量（Ｖ）を基本とする。 

・設計数量（Ｖ）に含まれていない、現着単価で設定されている資材や機械の運搬に要する燃

料についても、その数量の妥当性が客観的に確認できるものは対象数量とすることができ

る。 
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③ 減額変更する場合の取り扱い 

・減額変更する場合において、発注者が有する情報に基づき変動後の価格を算定する

場合は、発注者の設計数量を対象数量とする。 

・なお、設計数量（Ｖ）は、積算システムを使用している場合は、使用材料一覧表と

して材料毎に集計した結果が出力されている。 

 

５－２－２ 対象数量の算定方法 

・使用した燃料油のうち、主たる用途分については、受注者から購入時期や購入先、購入

価格等を確認できる書類の提出がなされるものと考えられる。しかしながら、燃料油の

使用形態は、非常に多岐にわたる機械で使用されるものであり、設計数量（Ｖ）の全数

量に対して証明書類を求めるのは現実的ではないことから、設計数量（Ｖ）内としてカ

ウントされている数量については書類による証明がなくとも単品スライド条項の対象数

量とすることができる。 

 

○設計数量（Ｖ）内の①のうち、主たる用途に用いた数量として、受注者からの証明がなされ

た数量 （Ｖ１） 

※ただし、証明された数量（Ｖ１）が設計数量（Ｖ）を超えている場合は、 

Ｖ１＝設計数量（Ｖ）とする。 なお、この場合、Ｖ２＝０ 

○設計数量（Ｖ）内の①のうち、主たる用途以外に用いた数量として、受注者からの証明がな

されなかった数量 （Ｖ２） 

※Ｖ２は受注者の算出した概算数量でよい。 

ただし、【Ｖ１＋Ｖ２≦設計数量（Ｖ）】の範囲内の数量とする。 

○設計数量（Ｖ）外の②・③の燃料油数量 （Ｖ３) 

・５－７ 「各種資材の運搬に係る燃料油の算出方法」・「機材運搬に係る燃料油の算出方

法」  により、各々算出した数量の合計値（Ｖ３）を対象数量とする。ただし、上記の合計

値（Ｖ３）と、受注者の購入数量（証明がなされた数量）を 比較し、購入数量が小さい場

合は購入数量を対象数量とする。 

○発注者の設計数量（Ｖ）内 

①現場場内建設機械（場外への運搬ダンプ等を含む）に使用した燃料類 

○発注者の設計数量（Ｖ）外 

②現着単価で設定されている各種資材（骨材・生Ｃｏ・Ａｓ合材等）の運搬に要した燃

料類 

③共通仮設費（率及び積上げ）に含まれる建設機械等（建設機械・仮設材等）の運

搬及び分解・組立に要した燃料類 
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５－２－３ その他 

・部分払いを行っている場合は、当該部分払いの対象となった出来高部分に係る数量を

除いた数量を対象数量とする。 

 

 

５－３ 受注者への確認事項 

 
 

① 発注者の設計数量（Ｖ）内の燃料油（現場内建設機械（場外への運搬ダンプ等を含

む）に使用した燃料油） 

 

・この「主たる用途以外に用いた数量」とは、そもそも燃料油は非常に多岐にわたる機

械で使用されているものであり、全数量について書類の提出を求めることは現実的で

はないため、厳格に用途毎の数量の証明を義務づけることを意図したものではないこ

とに留意されたい。このため、そもそも受注者として保存すべき書類として扱ってい

なかったため保存していない等のやむを得ない理由で書類が提出できない場合は、対

象材料計算総括表を提出してもらうことでよい。 

 

② 発注者の設計数量（Ｖ）外の現着単価で設定されている各種資材（骨材・生Ｃｏ・

Ａｓ 合材等）の運搬に要した燃料油 

 

・受注者は、請求しようとするスライド対象材料毎に、上記の対象数量の区分（①～③）毎に

購入数量・購入価格等に係る書類を提出することが必要。 

・増額変更において、必要な書類が提出されない場合など具体的な証明がなされない場合

は、対象とはならない。 

・減額変更において、異議申し立てがない場合や、異議申し立てがあり必要な書類が提出さ

れない場合など具体的な証明がなされない場合は、発注者が算定したスライド額を請負代

金額の変更額とする。 

・購入した燃料類の「購入数量・単価・購入価格・購入時期・購入先」、及び「購入数量を使

用した建設機械と実施工程上の整合性」を証明する書類 

・なお、やむを得ない理由により証明書類が提出できない「主たる用途以外に用いた数量

（Ｖ２）」については、対象材料計算総括表 ［様式－3－１］ 

・購入した資材毎に「購入数量・購入価格・出荷元・搬入時期」、及び 「運搬費の内燃

料代」を証明する書類 ［様式－3－2］ 
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③ 発注者の設計数量（Ｖ）外の共通仮設費（率及び積上げ）に含まれる建設機械等

（建設機械・仮設材等）の運搬及び分解・組立に要した燃料油 

 

 

④ 減額変更の場合の取り扱いについて 

・減額変更する場合においては、施工計画書に定められている計画工程表等の発注者が

有する情報に基づき変動後の価格を算定することとするため、受注者に対し、上記①

～③の提出は求めないものとする。 

・ただし、発注者が算定したスライド額に対し受注者が異議を申し立てたときは、発注

者は受注者に対し、上記①～③の提出を求めるものとする。 

 

 

５－４ 単価（実勢価格の算定） 

５－４－１ 変動前の価格の決定方法 

・設計時点における単価は、予定価格を算出する際に用いた単価とする。設計変更を

実施した場合も同様に変更金額を算出するために用いた単価とする。 

 

５－４－２ 変動後の実勢価格の決定方法 

 

 
 
 
 
 
 
 

・証明書が提出された対象数量に関する価格変動後の価格の算定に用いる実勢単価は、

対象材料を購入した翌月の物価資料の価格とする。 

・証明書が提出されていない場合には、工事期間の平均値（工期の始期が属する月の翌

月から工期末が属する月の前々月までの各月における実勢価格の平均）とする。 

・運搬した機材毎に「運搬機械・出荷元・運搬時期・運搬距離」、及び 「運搬費用」、

「運搬費の内燃料代」を証明する書類 ［様式－3－3］ 

・変動前の価格を算出するための単価は、設計時点における単価とする。 
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① 基本事項 

・燃料油は、鋼材類とは異なり、契約と購入がほとんど同時期に行われるものであるた

め、現場で購入した翌月の物価資料等に実勢価格として掲載されている。 

・ただし、対象材料の購入が工期末の月の場合、当該月の物価資料の価格を実勢価格と

するものとする。 

 

時 期 ６月 ７月 ８月 

資材調達 

 
 

購入 

 

 
（価格決定）現場搬入 

 

価格調査 

の流れ 

 

 

調査期間 

 

 

 

８月号 
 

 

 

対象数量と単価の決定方法について 

 発注者の設計数量（Ｖ） 
発注者の 

設計数量外 
単価の決定方法 

（Ｐ’） 

証明書類の

提 出 に よ

り、証明さ

れた数量 

対象数量①の（Ｖ１） 

※実際の証明数量が設計数量

以上の場合 

： Ｖ１＝Ｖ 

対象数量

②・③ 

（Ｖ３） 

各月の購入数

量と実勢価格

による加重平

均とする 

やむを得な

い理由によ

り証明書類

が提出され

ない数量 

対象数量①の（Ｖ２） 

 Ｖ２＝Ｖ－Ｖ１ 

 

※実際の証明数量が設計数量

以上の場 

： Ｖ２＝０ 

 

契約の翌月か

ら 工 期 末 の

前々月までの

実勢価格の平

均とする 

※実勢価格：購入月の翌月の「物価資料等」の価格 
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② 減額変更の場合の取り扱いについて 

・減額変更する場合で、発注者が有する情報では購入月毎の購入数量が判断できない

場合にあっては、工期の始期が属する月の翌月から工期末が属する月の前々月まで

の各月における実勢価格の平均価格とする。 

 

 

５－４－３ 変動後の実勢価格の算出方法 

 

・燃料油について、５－２のとおり様々な対象数量の設定方法があるため、その数量に

応じて設定した単価をそれぞれ毎の数量に乗じて合計額を算出する。 

・なお、V1、Ｖ２、Ｖ３が混在する場合、それぞれの数量にあたる価格を加重平均し、

対象数量を乗じて算出することと同意義である。 

 

 

５－５ 購入価格の評価方法 

 

・受注者によって証明された購入数量が対象数量より多い場合は、実際の購入金額のう

ち、スライド額の算定の対象にできる対象数量のみを購入したと考えた場合の金額を

購入金額とすることは、鋼材類と同様である。 

・証明されなかった数量については、受注者もその単価を明確に把握しているとは言い

難いため、単価は発注者が設定する手法と同等の手法にて算出することとする。 

 

５－６ 変動額の算定 

 

・設計数量内の証明された対象数量（Ｖ１）及び設計数量外の資材や機材等の運搬に係る実

際の燃料油に係る対象数量（Ｖ３）にそれぞれ毎の購入数量に応じて加重平均処理された

単価を乗じたものと、証明されていない対象数量（Ｖ２）に工事期間中の平均単価を乗じたも

のとを合計して、変動後の実勢価格を決定する。 

・証明された購入数量が、５－２－２の対象数量（Ｖ１およびＶ３）以上であった場合は、実際

の購入金額のうち、対象数量分のみの金額とする。 

・証明されなかった数量（Ｖ２）については、５－４－２に基づき、発注者と同様に、工事期間

の平均価格（契約の翌月から工期末の前々月迄の実勢価格の平均価格） にＶ２を乗じた額

とする。 

・第１章１－５スライド額算定の算定式に基づき、変動額を算出する。（鋼材類と同様） 
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５－７ 算出例 

５－２－２に記載したとおり、下記の方法により算出した資材や機材等の運搬に係る

燃料油の合計値（Ｖ３）よりも、該当する資材や機材等の運搬に係る実際の燃料油の購

入数量の方が少ない場合は、Ｖ３は実際の購入数量とする。 

 

５－７－１ 各種資材の運搬に係る燃料油の算出方法 

・各種資材とは、当該工事において実勢価格が変動している主な資材である。 

・資材運搬に係る燃料費の購入数量・購入時期・購入先・購入価格が証明されたものを

対象とする。その際には、下記の計算式より対象数量を算出する。 

Ｑ※1＝Ｌ÷Ｓ×(Ｐ×Ｋ)※2÷Ｎ１×Ｎ 

※１：整数止めとし小数点以下切り捨て 

※２：（ ）の計算結果を有効数字第３位を四捨五入し、有効数字２桁 

 

Ｑ：燃料油数量（ℓ） 

Ｌ：運搬距離（km） ※片道 【プラント及び工場等から現場までの距離】 

Ｓ：規制速度（km/h） 【各々で算出】 

Ｐ：運搬機械の機関出力（kw） 【建設機械等損料算定表 参照】 

Ｋ：時間当りの燃料消費率（ℓ/kw-h）    【山口県設計標準歩掛表 参照】 

Ｎ１：運搬車１台当り資材数量（単位） 【積載量÷資材単位体積当たり重量】 

Ｎ：搬入数量（単位） 【対象数量】 

※運搬距離については、適正と認められる範囲内の距離とする。 

 

【計算例】 

資材：再生骨材（４０mm 級）現場着価運搬機械：１０ｔダンプトラック 

Ｌ：運搬距離（km） ※片道 

Ｓ：規制速度（km/h） 

Ｐ：運搬機械の機関出力（kw） 

Ｋ：時間当りの燃料消費率（ℓ/kw-h） 

Ｎ１：運搬車１台当り資材数量（m3） 

Ｎ：搬入数量（m3） 

 

Ｑ＝Ｌ÷Ｓ×（Ｐ×Ｋ）÷Ｎ１×Ｎ Ｑ＝５÷４０×（２４６×０．０４３）÷４．

６×５，０００＝１，４９４ℓ 

５ km 

４０ km /h 

２４６ kw 

0.043 ℓ/kw-h 

4.6 m3 

5,000 m3 
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５－７－２ 機材運搬に係る燃料油の算出方法 

①共通仮設費に計上される運搬費 

 

運搬費の燃料費で購入数量・購入時期・購入先・購入価格が証明されたものが対象。 

下記の計算式より対象数量を算出する。 

 

Ｑ※1＝Ｌ÷Ｓ×(Ｐ×Ｋ)※2×Ｎ 

※１：整数止めとし小数点以下切り捨て 

※２：（ ）の計算結果を有効数字第３位を四捨五入し、有効数字２桁 

 

Ｑ：燃料油数量（ℓ） 

Ｌ：運搬距離（km） ※片道（往復） 【基地から現場までの距離】 

Ｓ：輸送速度 ３０（km/h） 【山口県設計標準歩掛表 参照】 

Ｐ：運搬機械の機関出力（kw） 【建設機械等損料算定表 参照】 

Ｋ：時間当りの燃料消費率（ℓ/kw-h）   【山口県設計標準歩掛表 参照】 

Ｎ：搬入搬出 （回） 【搬入搬出回数】 

運搬車両台数 （台） 【運搬車両台数】 

○共通仮設費率に含まれる運搬費 ・・・・・ 単品スライド条項対象 

○積上げ項目による運搬費 ・・・・・ 単品スライド条項対象 

１） 質量２０ｔ以上の建設機械の貨物自動車等による運搬 

◇基本運賃表より積算していることから燃料量を抽出することができないため燃料消費

量より算出する。 

２） 仮設材（鋼矢板、H 形鋼、覆工板等）の運搬 

◇基本運賃表より積算していることから燃料量を抽出することができないため燃料消費

量より算出する。 

３） 重建設機械の分解、組立及び輸送に要する費用 

４）運搬費等の率（労務費・クレーン運転費の○○％）より積算していることから燃料量を

抽出することができないため燃料消費量より算出する。 
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②共通仮設費率に含まれる運搬費 

運搬距離の起算点は各市町村の役場とする。 

 

【計算例】 

建設機械：バックホウ０．８m3（運搬機械：２０ｔ積トレーラ） 

Ｌ：運搬距離（km） ※片道 

Ｓ：輸送速度 ３０（km/h） 

Ｐ：運搬機械の機関出力（kw） 

Ｋ：時間当りの燃料消費率（ℓ/kw-h） 

Ｎ：搬入搬出 ２（回） 

 

Ｑ※1＝Ｌ÷Ｓ×（Ｐ×Ｋ）※2×Ｎ 

※１：整数止めとし小数点以下切り捨て 

※２：（ ）の計算結果を有効数字第３位を四捨五入し、有効数字２桁 

Ｑ＝１５÷３０×（２３５×０．０７５）×２＝ １８ℓ 

 

③積上げ項目による運搬費 

１）質量２０ｔ以上の建設機械の貨物自動車等による運搬 

２）仮設材（鋼矢板、H 形鋼、覆工板等）の運搬 

 

運搬費の燃料費で購入数量・購入時期・購入先・購入価格が証明されたものが対

象 

 （様 式－３及び請求書か 

領収書の提出がある場合） 

 

 

 

 

【計算例】 

建設機械：路面切削機（運搬機械：３０ｔ積トレーラ） 

Ｌ：運搬距離（km） ※片道 

Ｓ：輸送速度 ３０（km/h） 

Ｐ：運搬機械の機関出力（kw） 

Ｋ：時間当りの燃料消費率（ℓ/kw-h） 

Ｎ：搬入搬出 ２（回） 

 

１５ km 

３０ km /h 

２３５ kw 

０．０７５ ℓ/kw-h 

２ 回 

 

基本運賃表と受注者運賃の比較 

基本運賃表 ＜ 受注者運賃 

 

 
YES 

NO 単品スライド 

対象外  

下記の計算式より対象数量を算出す
る。 

 

 

１００ km 

３０ km/h 

２３５ kw 

０．０７５ ℓ/kw-h 

２ 回 

 



 

- 10 -  

Ｑ※1＝Ｌ÷Ｓ×（Ｐ×Ｋ）※2×Ｎ 

※１：整数止めとし小数点以下切り捨て 

※２：（ ）の計算結果を有効数字第３位を四捨五入し、有効数字２桁 

Ｑ＝１００÷３０×（２３５×０．０７５）×２＝ １２０ℓ 

 

 

【計算例】 

仮設材：Ｈ形鋼（運搬機械：２０ｔ積トレーラ） 

Ｌ：運搬距離（km） ※片道 

Ｓ：輸送速度 ３０（km/h） 

Ｐ：運搬機械の機関出力（kw） 

Ｋ：時間当りの燃料消費率（ℓ/kw-h） 

Ｎ：台数 ５（台）×２（搬入搬出） 

 

Ｑ※1＝Ｌ÷Ｓ×（Ｐ×Ｋ）※2×Ｎ 

※１：整数止めとし小数点以下切り捨て 

※２：（ ）の計算結果を有効数字第３位を四捨五入し、有効数字２桁Ｑ＝９０÷３０

×（２３５×０．０７５）×１０＝ ５４０ℓ 

 

④重建設機械の分解、組立及び輸送に要する費用 

運搬費の燃料費で購入数量・購入時期・購入先・購入価格が証明されたものが対象 

 

 重建設機械の分解、組立輸送燃料費  

  

 Ａ運搬費等 ＜ Ｂ実運搬費等 

（様式－３－３より） 

NO 単品スライド 

対象外  

YES 
 

様式－３－３の運搬車両に対して設計往復運搬距離を使用し、対象数量を算出

する。 

 

運搬費等＝（労務費（特殊作業員）＋クレーン運転費）×運搬費等率 

詳細は，山口県設計標準歩掛表（一般共通編）参照 

 

 

 

 

 

９０ km 

３０ km/h 

２３５ kw 

０．０７５ ℓ/kw-h 

１０ 台 
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【計算例】 

重建設機械の分解、組立（ブルド－ザ２１ｔ級以下） 

運搬車両（セミトレーラ 20t・トラック 4t） 

 

Ｌ：運搬距離（km）※ 往復       

Ｓ：輸送速度 ３０（km/h） 

Ｐ：運搬機械の機関出力（kw） 

Ｋ：時間当りの燃料消費率（ℓ/kw-ｈ） 

Ｎ：運搬車両台数（台） 

 

Ｑ※1＝Ｌ÷Ｓ×（Ｐ×Ｋ）※2×Ｎ 

※１：整数止めとし小数点以下切り捨て 

※２：（ ）の計算結果を有効数字第３位を四捨五入し、有効数字２桁 

Ｑ＝７３÷３０×（２３５×０．０７５）＋７３÷３０×（１３７×０．０５） 

＝６０ ℓ 

 

５－７－３ 直接工事費に計上される運搬費 

①鋼桁、門扉、工場製作品の運搬 

・鋼橋工場製作輸送費に示す回帰式（Y=35.07X+13,051） 

Ｙ：輸送単価（円／ｔ） X：運搬距離（ｋｍ） 

・鋼橋工場製作輸送費に示す回帰式を用いて積算していることから燃料量を抽出することは

できないことから燃料消費量より算出する。（算出は機材運搬に準ずる） 

 

②支給品及び現場発生品の運搬 

・対象数量に含まれている。（歩掛積算）

７３ km 

３０ km/h 

２３５ kw（セミトレーラ 20ｔ） 

１３７ kw（トラック 4t） 

０．０７５ ℓ/kw-h ℓ/kw-h（セミトレーラ） 

０．０５ ℓ/kw-h（トラック） 

1 台 
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５－７－４ 計 算 事 例 

【 単 品 ス ラ イ ド （ 軽 油 ＋ ガ ソ リ ン ） 】 の 計 算 例 
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